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Preliminary considerations of relationship
between older persons and companion animals from a long-term perspective
Kensuke KATO
Abstract
 The present study examined relationship between older persons and companion animals from a long-
term perspective.  In concrete, (1) Previous studies concerned with relationship between companion 
animals and elderly people from 1980 to 2013 were examined based on International Federation of 
Afing(IFA)'s review, (2) Newspaper articles about this issue were collected from 1985 to 2014, and 
examined long-term tendency quantitatively.  Based on this discussion, importance of long-term 
perspective to support the relationship between older persons and companion animals were considered 
preliminarily.
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連研究を整理し、その研究の動向と知見、課題について









（Companion Animals）」、「 健 康（Human Health / 
Animal Health）」、「高齢者（Older Persons）」、「動物介
在活動・動物介在療法（Animal-assisted Activities (AAA) 
and Animal-assisted Therapy (AAT)）」、「動物介在介入
（Animal-assisted Intervention (AAI)）」、「人と動物の絆






































































く な い。 最 も 新 し い レ ビ ュ ー の １ つ と し て は、




















































































































































































































































































































































『りぶ・らぶ・あにまるず ICAC KOBE 2015　第４回
神戸全ての生き物のケアを考える国際会議2015』
48-49.
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を示している。逆に言えば、長期的視点に立てば、「高
齢者とペットとの関係」を維持するための支援に関して、
「継続的に実現可能とする」ことが新たな「問題」として
提起され、そのための新たな支援のあり方が課題となる
ことを見出すことができる。このように捉えると、第２
章で紹介したアニマル・セラピーの「効果検証」には、
単に学術的な知見に留まらず、より良い高齢者ケアの実
践を継続するための「エビデンス」を提供する意義もあ
ることを、より鮮明に示すことができるようになると言
えるだろう。
　一方、家庭場面における「高齢者とペットとの関係」
への支援については、「高齢者のペット飼育」に対する
支援の問題が挙げられる。IFAのレビューでも整理され
ていたように、高齢者がペットから得られる「良い影響」
については、既に数多くの報告がなされている。しかし、
近年の高齢者人口の急速な増加に伴って、高齢者自身の
老いや病によってペットとの適正飼養が困難になること
や、その結果、多頭飼育等の新たな困難事例が生じるこ
と等、新たな「問題」が顕在化するようになっている。
すなわち、長期的視点からみると、家庭場面においても、
「高齢者とペットとの関係」は、それ自体が支援の対象
となりうることが示唆されている。しかし、そもそも「高
齢者とペットとの関係」は、社会的には、「インフォー
マルな問題」とされていたため、福祉専門職・動物専門
職の双方から、支援の困難さが指摘されてきた（加藤
2011，2012）。
　しかし、ごく最近になって、この問題への支援に関す
る議論が広がりはじめ、新たな取り組みが進められるよ
うになってきている。例えば、川崎市では、動物愛護管
理行政が、高齢者福祉行政や、地域包括支援センター等
の社会資源と連携し、高齢者のペット飼育に起因するト
ラブルが生じないよう、対応を試みる取り組みを始めて
いる（環境省2014）。また、獣医療関係者からも、動物専
門職と地域包括ケアシステムとの連携のあり方について
の提案がなされ始めている（細井戸2015）。こうした新た
な支援や連携の登場もまた、「高齢者とペットとの関係」
をめぐる長期的な変化の１つと考えられる。それゆえ、
家庭場面における「高齢者とペットとの関係」について
も、長期的視点から捉える必要性があることが示されて
いると言えるだろう。
　高齢者へのより良い支援のあり方が模索される中、「高
齢者とペットとの関係」は、高齢者自身の個別のニーズ
に応じたサポートを提供できる社会資源の１つとして、
位置づけられるようになりつつある。しかし、長期的視
点に立てば、臨床場面にせよ、家庭場面にせよ、その関
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